[image: image1.emf]全特定有害物質２５種 環境基準値内（カドミ、鉛検出せず） 地下水流向

ベンゼン 環境基準値の２倍、その他２４物質 環境基準値内

（カドミ、鉛検出せず） 新観測井戸：カドミ、鉛　検出せず

第１種有害物質１１種 環境基準値内

第１種有害物質の一部環境基準値超え 旧観測井戸（旧井戸）：カドミ環境基準値超え

第１種有害物質　環境基準値超え（最大倍率） 旧観測井戸（旧井戸）：環境基準値内

添付図２．観測井戸の位置詳細
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添付図１．旭化成ライフ＆リビング(株)鈴鹿工場所在地

[image: image2.emf](単位：mg/リットル）

環境基準 B－３ B－４ B－６ B－７ B－８

mg/リットル 測定値 測定値 測定値 測定値 測定値

四塩化炭素 0.002 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

1.2-ジクロロエタン 0.004 0.0002 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

1.1-ジクロロエチレン 0.02 0.0003 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

シス-1.2-ジクロロエチレン 0.04 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

1.3-ジクロロプロペン 0.002 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

ジクロロメタン 0.02 0.0015 0.0015 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

テトラクロロエチレン 0.01 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

1.1.1-トリクロロエタン 1 0.0011 0.0006 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

1.1.2-トリクロロエタン 0.006 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

トリクロロエチレン 0.03 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

ベンゼン 0.01 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

注．ＮＤ：検出されず（0.0002未満）

添付表３．工場用地境界調査結果

第１種特定有害物質


[image: image3.emf]添付表４．旧観測井戸調査結果（カドミウム、鉛） (単位：mg/リットル）

物

質

旧井戸

No.

1998年 1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2006.2.23

① 0.064 0.100 0.099 0.136 0.069 0.076 0.048 0.017

② 0.011 0.017 0.015 0.018 0.023 0.022 0.014 0.007

③ 0.030 0.019 0.015 0.014 0.016 0.017 0.015 0.005

④ 0.016 0.013 0.013 0.025 0.020 0.005 0.005 0.007

⑤ 0.003 0.004 0.003 0.005 0.003 0.003 0.006 0.002

⑥ 0.095 0.040 0.064 0.042 0.038 0.039 0.062 0.018

① 0.008 ND 0.012 0.009 0.016 0.014 0.008 0.005

② 0.005 0.010 ND ND 0.007 0.006 ND ND

③ 0.005 ND ND ND ND 0.006 ND ND

④ ND ND ND ND ND 0.006 ND ND

⑤ ND ND ND ND ND ND ND ND

⑥ 0.031 0.019 0.008 0.044 0.018 0.015 ND ND

注２．カドミウム：環境基準 = 0.01以下。ND：検出されず（ 0.002未満 ）

注３．鉛　　　　　：環境基準 = 0.01以下。ND：検出されず（ 0.005未満 ）

注４．1998～2004年は、その他の特定有害物質の測定も実施。カドミウム、鉛以外は環境基準値内であった。

カ

ド

ミ

ウ

ム

鉛

注１．旧観測井戸は、環境省監修の「土壌汚染対策法に基づく調査及び措置の技術的手法の解説」とは

　　　異なる構造、採水方法である。


[image: image4.emf]添付表５．新観測井戸におけるカドミウム、鉛の調査結果

内容 井戸No. カドミウム 鉛 備考

1 ND ND

2 ND ND

3 ND ND

4 ND ND

5 ND ND

6 ND ND

7 ND ND

8 ND ND

9 ND ND

C-1 ND ND

C-2 ND ND

C-3 ND ND 　旧観測井戸⑥の周囲

10 ND ND 　旧観測井戸①と1mの距離

C-4 ND ND 　旧観測井戸⑥の周囲

C-5 ND ND 　旧観測井戸⑥と1.6mの距離

C-6 ND ND 　旧観測井戸⑥の周囲

C-7 ND ND 　旧観測井戸⑥の周囲

注２．カドミウム　ND：検出されず（ 0.002未満 ）

注３．鉛　　　　　　ND：検出されず（ 0.005未満 ） (単位：mg/リットル）

注１．新観測井戸での測定は、環境省監修の「土壌汚染対策法に基づく調査

　　　 及び措置の技術的手法の解説」に則った井戸構造、採水方法である。

全域調査

旧観測井戸

直近と

周辺調査


[image: image5.emf]添付表８．検出された化学物質の環境基準・特徴・主用途

物質名

環境基準

（mg/L)

性状 健康への影響 主な用途

四塩化炭素

0.002

特有の臭いを持つ、無色透明の

重い液体

・肝・腎臓障害を起こす

・頭痛、疲労感、めまいなどを起こす

・おそらく発ガン性を示すと考えられる物質

ワックス樹脂、農薬の原料

1,2-ジクロロエタン

0.004

クロロホルムに近い

甘い臭いのする

甘味のある無色透明の液体

・中枢神経系や甲状腺機能への障害、

　神経筋への障害

・おそらく発ガン性を示す　と考えられる物質

重合・合成原料、

有機反応やビタミン抽出での溶媒

1,1-ジクロロエチレン 0.02 無色透明の液体

・腎臓および肝臓への影響（腎・肝細胞壊死）

・発ガン性が低いと考えられる物質

塩化ビニル等樹脂の原料、

フィルム洗浄剤

シス-1,2-ジクロロエチレン

0.04 無色透明の液体

・吐き気や嘔気、中枢神経系障害が見られる

・発ガン性は評価されていない物質

他の塩素系溶剤の製造原料

ジクロロメタン

0.02

揮発性しやすい、

クロロホルムに似た

甘い臭いのする無色透明の液体

・頭痛やめまい

・おそらく発ガン性を示すと考えられる物質

金属の脱油脂洗浄剤、

エアゾール噴射剤、塗料剥離剤、

ウレタン樹脂発泡助剤

テトラクロロエチレン 0.01

エーテルの様な甘い臭いを

持つ無色透明の液体、不燃

・両手のしびれ、頭痛、言語障害など

・肝臓、肺への障害（肝細胞壊死、肺水腫）

・発ガン性を示す可能性がある物質

ドライクリーニング洗浄剤、

フロンガス原料、原毛洗浄剤

医薬品や香料の溶剤

1,1,1-トリクロロエタン 1

特有の甘い臭いを持つ

無色透明の液体

・頭痛、不眠症、記憶障害など

・発ガン性は評価されていない物質

金属の脱油脂洗浄剤、

ドライクリーニング用溶剤

1.1.2-トリクロロエタン 0.006 無色の液体

・中枢神経系の抑制作用（頭痛、麻酔作用）

・脂肪腎、上部消化管への障害

・発ガン性を示す可能性がある物質

塩化ビニリデンの原料、

燻蒸剤、塩素化ゴムの溶剤

トリクロロエチレン 0.03 無色透明の液体

・慢性的な嘔気、下痢、皮膚発疹

・三叉神経障害、随意運動機能減退など

・発ガン性は評価されていない物質

金属の脱油脂洗浄剤、

フロンガス原料、

羊毛の脱脂洗浄剤

ベンゼン 0.01

特異な芳香臭を持つ、水より軽い

無色の液体。

揮発性が強い引火性物質。

・めまい、嘔吐、頭痛、よろめき、眠気、

　平衡感覚減少、昏睡。

・発ガン性（白血ガン）のある物質

染料、合成洗剤、

農薬の原料、塗料の溶剤

カドミウム

及びその化合物

0.01 いろいろな性状、形態の化合物あり

・長期曝露では、慢性中毒による腎臓障害、

　骨軟化症、カルシウム不足などが

　誘引となりイタイイタイ病に至る

・発ガン性がある物質。

顔料（カドミウム黄，カドミウム赤）、

めっき原料、

ポリ塩化ビニル安定剤の原料　等

鉛

及びその化合物

0.01 いろいろな性状、形態の化合物あり

・造血機能の低下（貧血など）

・中枢・末梢神経系への影響

・腎臓及び生殖機能に対する障害

・化合物により発ガン性を示す可能性がある

顔料（鉛丹、鉛白、黄鉛等）、

ガソリン添加剤（オクタン価向上剤）

蓄電池電極板　　等

出典：化学物質の環境リスク評価　（環境省環境保健部環境リスク評価室　編）

　　　　既存化学物質安全性（ハザード）評価シート　（化学物質審議会安全対策部会　審議・公表）
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[image: image7.emf]添付表１．全域調査結果

(単位：mg/リットル）

環境基準

mg/リットル 1 2 3 4 5 6 7 8 9 C-1 C-2 C-3

以下 北東 東 東南 中央北 中央 中央南 北西 西 南西 北東 東 東南

四塩化炭素 0.002 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0002未満

1.2-ジクロロエタン 0.004 ND ND 0.0020 ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0002未満

1.1-ジクロロエチレン 0.02 ND ND 0.0008 ND ND 0.0003 ND ND ND ND ND ND 0.0002未満

シス-1.2-ジクロロエチレン 0.04 ND ND ND ND ND 0.0010 ND ND 0.0066 ND ND ND 0.0002未満

1.3-ジクロロプロペン 0.002 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0002未満

ジクロロメタン 0.02 ND ND 0.0049 ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0002未満

テトラクロロエチレン 0.01 ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0002 ND ND ND 0.0002未満

1.1.1-トリクロロエタン 1 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0002未満

1.1.2-トリクロロエタン 0.006 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0002未満

トリクロロエチレン 0.03 ND ND 0.0005 0.0005 ND 0.0014 ND 0.0004 0.014 ND ND ND 0.0002未満

ベンゼン 0.01 ND 0.0006 0.020 ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0002未満

カドミウム及びその化合物 0.01 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.001未満

六価クロム化合物 0.05 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.02未満

シアン化合物 不検出

ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.05未満

水銀及びその化合物 0.0005 ND ND ND 0.0002 ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0001未満

セレン及びその化合物 0.01 ND ND ND 0.001 ND ND ND ND ND ND ND ND 0.001未満

鉛及びその化合物 0.01 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.005未満

砒素及びその化合物 0.01 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.001未満

ふっ素及びその化合物 0.8 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.1未満

ほう素及びその化合物 1 0.04 0.04 0.01 0.03 0.01 0.04 0.01 0.02 0.05 0.05 0.03 0.03

シマジン 0.003 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0001未満

チオベンカルブ 0.02 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0001未満

チウラム 0.006 ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0001未満

PCB

不検出

ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.0003未満

有機りん化合物

不検出

ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.1未満

注．ND：検出されず（数値については、上表右側欄のND定義参照）

ND

定義

第

１

種

第

２

種

第

３

種

工場用地（井戸No.） 社宅用地（井戸No.）

特定有害物質


　

[image: image8.emf](単位：mg/リットル）

観測井戸Ｎｏ． B－１ B－２ B－５ B－９ B－１０ B－１１

東端より 2 63 125 68 88 103

南端より 92 43 63 43 43 43

第１種特定有害物質

環境基準 測定値 測定値 測定値 測定値 測定値 測定値

四塩化炭素 0.002 0.0011 0.02 0.0002 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

1.2-ジクロロエタン 0.004 ＮＤ 0.13 0.0003 0.21 0.0090 0.0017

1.1-ジクロロエチレン 0.02 0.0023 1.9 0.0004 6.6 0.37 0.085

シス-1.2-ジクロロエチレン 0.04 0.0010 1.4 ＮＤ 4.2 0.23 0.053

1.3-ジクロロプロペン 0.002 ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ

ジクロロメタン 0.02 0.0002 0.33 ＮＤ 0.48 0.016 0.0031

テトラクロロエチレン 0.01 0.0008 0.088 0.0002 0.16 0.0058 0.0026

1.1.1-トリクロロエタン 1 0.0073 9.0 0.0016 30 1.9 0.42

1.1.2-トリクロロエタン 0.006 ＮＤ 0.0056 ＮＤ 0.010 0.0006 ＮＤ

トリクロロエチレン 0.03 ＮＤ 0.050 ＮＤ 0.037 0.0026 0.0009

ベンゼン 0.01 0.0003 0.16 ＮＤ 0.21 0.021 0.0048

注．ＮＤ：検出されず（0.0002未満）

井戸位置（ｍ）

添付表２．No.3観測井戸を起点とする詳細調査結果


[image: image9.emf]添付表６．新旧観測井戸と採水法等の違い

井戸 旧観測井戸 新観測井戸

技術指針等 自主調査

環境省監修「土壌汚染対策法に基づく

調査及び措置の技術的手法の解説」

井戸構造

井戸材 水配管用亜鉛メッキ鋼管（SGPW150A） 地下水測定用ポリ塩ビニル管

採水前の

パージ

　１．採水２週間前に、井戸内の水を全量汲み上げ

　２．採水１週間前に、再度、井戸内の水を全量汲み上げ

　３．最終汲み上げ日より１週間後に採水

　１．井戸内帯水量の３倍以上をめどに汲み上げ

　２．最終汲み上げ日の翌日に採水

採水位置 井戸内の水面と底の間のほぼ中間 帯水層の中間深度

採水方法 汲み上げ用小バケツ（底が弁構造） 専用水中ポンプ

採水者 担当社員 土壌汚染対策に基づく指定調査機関

輸送容器

輸送手段

　ポリ容器（１リットル）、通常輸送（宅急便ではない）

　ガラス製すり合わせ密閉容器、外部アルミホイル梱包

　宅急便　（保冷箱と保冷剤　使用）

難透水層

帯水層

地盤表面

地下水位

微小スリット区間

地盤表面

スリット区間：約1m

（縦方向に切れ目）

約５．２m

（帯水層深さに

かかわらず一定）


[image: image10.emf]添付表７．検出された物質の鈴鹿工場での使用状況等

分類 物質名 鈴鹿工場での使用状況等

ジクロロメタン

　・アスパック（発泡緩衝材製品：製造中止）の設備の洗浄溶剤（現在不使用）

　・フォーム製品用発泡剤：1982～2001年（現在不使用）

1,1,1-トリクロロエタン

　・金属部品洗浄機の開発：1977～1978年（開発中止）

　・フォーム製品の研究開発で使用：～1982年（開発中止）

　・カブセール（配管断熱用製品、製造中止）の表面仕上げ剤：1982～1990年

　　（現在不使用）

カドミウム化合物 　・繊維製品の着色顔料として使用：1958～1963年（現在不使用）

鉛化合物 　・繊維製品の着色顔料として使用：1958～1965年頃（現在不使用）

四塩化炭素 　一般的な溶剤、分析試薬等（推定、現在不使用）

テトラクロロエチレン 　一般的金属部品の油汚れ洗浄溶剤（商品名：パークレン、現在不使用）

トリクロロエチレン

　・一般的金属部品の油汚れ洗浄溶剤（商品名：トリクレン、現在不使用）

　・テトラクロロエチレンの分解物

ベンゼン 　一般的な溶剤、分析試薬等（推定、現在不使用）

1,2-ジクロロエタン 　1,1,1-トリクロロエタンの分解物

1,1-ジクロロエチレン 　テトラクロロエチレン、トリクロロエチレン、1,1,1-トリクロロエタンの分解物

シス-1,2-ジクロロエチレン 　テトラクロロエチレン、トリクロロエチレンの分解物

1,1,2-トリクロロエタン 　1,1,1-トリクロロエタンの不純物（推定）

注．いずれの物質も、現在は使用しておりません。

製造・研究

で使用

一般的な

溶剤、

或いは

分析試薬

分解物、

或いは

不純物（推定）


【ご参考資料】

１．事業所の概要

名称　　　　：旭化成ライフ＆リビング株式会社　鈴鹿工場

所在地　　  ：三重県鈴鹿市平田中町１番１号

操業開始　　：昭和28年（1953年）10月

敷地面積　　：33万ｍ2

本社　　　　：東京都千代田区有楽町一丁目１番２号

代表者　　  ：代表取締役社長　　能村　義廣

工場長　　　：水上　治

事業内容　  ：各種フィルム・シート、発泡体などの製造加工および販売

資本金　　  ：３０億円

従業員数    ：１，２１５人　（内、鈴鹿工場従業員　５６５人）　　　

２．お問い合わせ先

旭化成ライフ＆リビング株式会社

鈴鹿工場　環境安全・品質統括グループ　石尾（いしお）電話；０５９（３７９）５１１９

　　　　　　　　事務課　　　　　　　吉岡　 　 　　電話；０５９（３７９）５１１１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以 上　　











































































































































































































































資料１

